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○
市
税

　

問　

市
税
の
不
納
欠
損
額

２
７
３
万
円
に
つ
い
て
、
前
年
度

と
比
べ
１
７
０
万
円
ほ
ど
増
え
て

い
る
が
、
そ
の
要
因
は
ど
う
か
。

　

答　

年
度
に
よ
っ
て
不
納
欠
損

額
の
波
は
あ
る
が
、
30
年
度
は
生

活
の
困
窮
で
あ
っ
た
り
、
法
人
で

あ
れ
ば
事
業
の
実
態
が
み
ら
れ
な

い
ケ
ー
ス
が
あ
っ
た
。
納
税
の
方

法
は
分
納
な
ど
も
あ
る
こ
と
か

ら
、
相
談
に
応
じ
て
い
き
た
い
。

○
陸
前
高
田
思
民
推
進
事
業
費

　

問　

思
民
推
進
事
業
費
に
つ
い

て
、
１
千
万
円
の
支
出
に
対
し
て

思
民
登
録
会
員
数
が
９
人
の
実
績

と
い
う
こ
と
を
ど
う
考
え
る
か
。

　

答　

金
額
に
対
し
て
実
績
が
低

い
と
評
価
し
て
い
る
。
震
災
後
に

本
市
を
応
援
し
て
く
だ
さ
っ
て
い

る
方
々
と
こ
れ
か
ら
も
交
流
し
て

い
く
が
、
今
後
は
こ
の
制
度
を
リ

ニ
ュ
ー
ア
ル
し
、
全
国
で
本
市
を

応
援
し
て
く
れ
て
い
る
方
々
に
Ｐ

Ｒ
大
使
な
ど
を
務
め
て
も
ら
お

う
と
思
っ
て
い
る
。

○
広
聴
広
報
事
業
費

　

問　

以
前
に
比
べ
て
決
算
額

が
減
っ
て
い
る
の
は
、
災
害
Ｆ

Ｍ
が
な
く
な
っ
た
か
ら
だ
と
思

う
が
、
今
後
の
広
聴
広
報
事
業
を

ど
の
よ
う
に
考
え
て
い
る
か
。

　

答　

基
本
は
月
２
回
の
広
報
誌

の
ほ
か
、
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
を
考
え

て
い
る
。
今
後
、
広
報
は
分
か
り

や
す
く
、
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
は
市
外

の
方
が
検
索
す
る
場
合

と
市
内
の
方
が
検
索
す

る
場
合
を
分
け
る
な
ど

し
て
い
き
た
い
。
ま
た
、

現
在
は
市
勢
要
覧
づ
く

り
や
本
市
の
イ
メ
ー
ジ

プ
ロ
モ
ー
シ
ョ
ン
ビ
デ

オ
の
制
作
に
取
り
組
ん

で
い
る
。

○
放
課
後
児
童
健
全

　
育
成
事
業
費

　

問　

学
童
ク
ラ
ブ
の

利
用
状
況
や
課
題
は
ど

う
か
。

　

答　

現
在
の
登
録

児
童
数
は
１
７
９
人
と
な
っ
て
い

る
。
平
成
30
年
度
の
指
導
員
数
は

常
勤
が
16
人
で
、
非
常
勤
が
15
人

と
な
っ
て
い
る
。
処
遇
改
善
に
つ

い
て
説
明
等
行
っ
て
い
る
が
、
対

応
は
各
学
童
ク
ラ
ブ
の
判
断
に
な

る
。

○
浄
化
槽
設
置
推
進
事
業
費

　

問　

浄
化
槽
の
設
置
状
況
に
関

連
し
、
以
前
設
置
し
て
古
く
な
っ

た
浄
化
槽
の
改
修
補
助
を
ど
う
考

え
る
か
。

　

答　

現
在
は
新
規
に
設
置
す
る

場
合
に
国
と
県
の
補
助
を
活
用

し
、
市
が
上
乗
せ
し
て
補
助
し
て

来
ら
れ
た
方
々
が
広
田
や
小
友
な

ど
、
市
内
を
回
遊
で
き
る
よ
う
準

備
を
進
め
て
い
る
。
市
民
の
森
も

本
市
に
と
っ
て
大
切
な
観
光
資
源

で
あ
り
、
今
後
、
順
次
整
備
し
て

い
き
た
い
。

○
海
水
浴
場
管
理
事
業
費

　

問　

広
田
町
の
海
水
浴
場
に
あ

る
公
衆
ト
イ
レ
は
な
ぜ
閉
ま
っ
て

い
る
の
か
。

　

答　

近
く
に
散
策
路
も
あ
り
、

開
い
て
い
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

至
急
対
応
し
た
い
。

○
二
又
復
興
交
流
セ
ン
タ
ー
管
理

事
業
費

　

問　

セ
ン
タ
ー
は
一
定
の
役
割

を
終
え
た
と
思
う
。
今
後
の
交
流

人
口
拡
大
に
向
け
、
有
効
活
用
し

て
い
く
こ
と
が
必
要
と
思
う
が
ど

う
か
。

　

答　

こ
の
施
設
は
耐
震
化
さ
れ

て
い
な
い
こ
と
か
ら
、
今
後
の
使

い
方
に
工
夫
が
必
要
。
地
域
の

方
々
の
意
見
を
聞
き
な
が
ら
観
光

に
寄
与
す
る
施
設
と
し
て
利
用
で

き
る
よ
う
に
し
て
い
き
た
い
。

○
市
営
住
宅
維
持
管
理
事
業
費

　

問　

応
急
仮
設
住
宅
の
目
的
外

使
用
の
状
況
は
ど
う
か
。

　

答　

現
在
16
団
地
が
残
っ
て
お

い
る
。
今
後
は
改
修
に
つ
い
て
の

支
援
も
検
討
し
て
い
き
た
い
。

○
市
民
の
森
管
理
事
業
費

　

問　

市
民
の
森
地
内
に
あ
る
気

仙
大
工
左
官
伝
承
館
に
は
市
内
外

か
ら
多
く
の
人
が
訪
れ
て
お
り
、

デ
イ
サ
ー
ビ
ス
利
用
者
も
訪
れ
て

い
る
。
中
に
は
車
イ
ス
の
方
も
い

る
が
、
急
坂
や
砂
利
道
、
段
差
が

あ
っ
て
移
動
に
苦
労
し
て
い
る
。

そ
の
よ
う
な
状
況
を
ど
う
考
え
る

か
。

　

答　

市
内
で
は
道
の
駅
が
オ
ー

プ
ン
し
、
情
報
館
も
リ
ニ
ュ
ー
ア

ル
し
て
い
る
。
そ
れ
ら
の
場
所
に

り
、
う
ち
目
的
外
使
用
で
14
団
地

に
39
人
が
入
居
し
て
い
る
。
滝
の

里
、
サ
ン
ビ
レ
ッ
ジ
、
中
和
野
、

モ
ビ
リ
ア
な
ど
が
多
い
。
利
用
さ

れ
て
い
る
方
々
に
、
本
年
度
で
目

的
外
使
用
が
終
了
す
る
こ
と
を
説

明
し
て
い
る
。

○
緊
急
ス
ク
ー
ル
カ
ウ
ン
セ
ラ
ー

等
派
遣
事
業
費

　

問　

今
後
も
こ
の
派
遣
事
業
に

よ
る
学
び
の
部
屋
を
継
続
し
て
い

く
こ
と
が
必
要
と
思
う
が
ど
う
か
。

　

答　

学
び
の
部
屋
は
単
な
る
学

習
だ
け
で
な
く
、
子
ど
も
た
ち
の

居
場
所
づ
く
り
で
あ
っ
た
り
、
大

学
生
と
の
交
流
の
場
に
な
っ
て
い

る
と
認
識
し
て
い
る
。
来
年
度
ま

で
は
国
が
継
続
し
て
く
れ
る
も
の

と
思
っ
て
い
る
が
、
打
ち
切
ら
れ

た
後
に
本
市
が
単
独
事
業
費
で
行

う
の
は
難
し
い
。

　

ま
た
、
ス
ク
ー
ル
カ
ウ
ン
セ

ラ
ー
へ
の
相
談
件
数
が
多
い
の

で
、
国
に
継
続
を
働
き
か
け
て
い

き
た
い
。

○
生
徒
就
学
援
助
事
業
費

　

問　

被
災
関
連
の
就
学
援
助
が

間
も
な
く
終
わ
る
こ
と
は
仕
方
な

い
こ
と
と
思
う
が
、
本
市
の
子
ど

も
の
実
態
調
査
か
ら
見
る
と
、
こ

　
平
成
30
年
度
の
各
種
会
計
決
算
案
は
、
議
長
を
除
く
全
議
員
で

構
成
す
る
決
算
等
特
別
委
員
会
（
中
野
貴
徳
委
員
長
）
で
審
査
し

ま
し
た
。
こ
の
う
ち
、
一
般
会
計
決
算
に
関
す
る
質
疑
内
容
の
一

部
を
紹
介
し
ま
す
。

　請願第３号「『陸前高田市議会基本条例』に基づく公共施設の維持管理費等の説明について」は、
総務常任委員会に付託され、審査を経て10月 25日の本会議に諮りました。
　採決の結果、反対多数で不採択としました。

　　　　　　　　請願の趣旨

「陸前高田市議会基本条例」第８条に「重要政
策の説明」という項目があります。そのうち
第５項（財源措置）と第６項（将来負担すべ
き経費の計算）という記載があり、特にも増
大するであろうと見込まれる公共施設の維持
管理費は市民の関心も大きいです。
　そこで本件に関して市長の説明を求めてい
ただきたく請願いたします。

 結　果

不採択

　　　　　　　　請　　願

【請願第３号】
「陸前高田市議会基本条例」に基づく公共施
設の維持管理費等の説明について

請願
審査

福

　田

　利

　喜

大

　坂

　
　
　俊 

伊

　藤

　明

　彦 

及

　川

　修

　一 

藤

　倉

　泰

　治 

大

　坪

　涼

　子

菅

　野

　広

　紀

佐
々
木

　一

　義

鵜

　浦

　昌

　也

伊

　勢

　
　
　純

蒲

　生

　
　
　哲

中

　野

　貴

　徳

畠

　山

　恵
美
子 

伊

　藤

　勇

　一

小

　澤

　睦

　子

大
和
田

　加
代
子 

松

　田

　修

　一 

木

　村

　
　
　聡

【表決が分かれた案件】

請願第３号 ×　×　○　○　○　×　×　×　×　×　×　○　×　×　×　×　○　議

※「○」は賛成、「×」は反対、「議」は議長のため、採否に参加せず。

787億8,285万円
一般会計歳出

前年度比11.7％減

一般会計歳出

787億8,285万円
　　前年度比11.7％減

決算等
特別委

質疑内容を一部紹介質疑内容を一部紹介決算等
特別委

れ
ま
で
支
え
て
も
ら
っ
た
援
助
が

急
に
終
わ
る
と
保
護
者
へ
の
影
響

が
大
き
い
。
事
業
終
了
後
の
保
護

者
へ
の
サ
ポ
ー
ト
を
ど
う
考
え
る

か
。

　

答　

こ
の
事
業
が
一
気
に
打
ち

切
ら
れ
る
の
で
は
な
く
、
緩
や
か

に
終
息
で
き
る
よ
う
教
育
委
員
会

で
も
検
討
し
た
。
ま
た
、
沿
岸
他

市
町
に
も
照
会
し
た
が
、
緩
や
か

な
終
息
は
考
え
て
い
な
い
よ
う

だ
。
市
の
単
独
予
算
で
は
難
し
い

た
め
、
早
め
に
保
護
者
へ
事
業
の

終
了
を
周
知
す
る
。

多くの人が訪れている気仙大工左官伝承館

学童保育「広田わかめっこクラブ」

旧矢作小を活用した二又復興交流センター


